（留意事項）
・届出書の計画に従って伐採及び伐採後の造林を実施してください。届出の内容と異なる伐採や伐採後の造林を行った場合，勧告や遵守命令がなされる場合があります。
・上記命令に従わず，引き続き届出の内容と異なる伐採や伐採後の造林が行われた場合は，本適合通知書（確認通知書）が無効となることはもとより，森林法第207条第2号の規定により罰則が適用される場合があります。
・伐採，搬出に当たっては，土地の保全，水源涵養，環境保全等に配慮し，当該地域及び周辺地域での土砂の流出，破壊，その他災害が発生しないよう十分留意して行ってください。
・届出書に記載された伐採の期間前に伐採を行った場合には，無届伐採として罰則が適用される場合があります。
・届出書に記載された伐採面積を超えて伐採した場合，無届伐採として罰則が適用される場合があります。
・届出書に記載された伐採期間を超えて伐採する場合には，新たに届出書の提出が必要ですので注意してください。
・届出書の記載内容を厳守するとともに，伐採区域及び隣接地との境界を十分に確認して伐採をしてください。
・伐採時の事故防止に努めるとともに，伐採用資機材の搬入・搬出及び及び伐採木の搬出を行う際の交通安全など，周辺地域の状況に十分配慮してください。
・１haを超えて伐採跡地を森林以外に転用するとき（太陽光発電設備の設置を目的とする開発行為については0.5haを超えるもの）は，事前に森林法第１０条の２第１項に基づく知事の許可が必要ですので十分注意してください。
【１ha（太陽光は0.5ha）以下の開発（届出）を行った後に，引き続いて隣接する森林において一体性を有する開発を行い，全体で１ha（太陽光は0.5ha）を超える場合も含む。】
裏面に続く
・森林法以外の法令，規制等については，関係機関への協議，手続きが必要ですので注意してください。
・伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告書について，（森林法施行規則第１４条の２）伐採及び伐採後の造林を完了した日からそれぞれ30日以内に提出する必要があります。（規則第１４条の２の報告書の様式）

